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研究成果の概要（和文）：これまでいわゆるイスラム世界の動きに関し、地域としてはアラブ、

中東諸国が新しい展開の発信源であり、さらに階層としてはウラマーと呼ばれる専門家の言説

だけが公的なものたりえると捉えられてきたが、この研究では、西洋文化に親しみ、グローバ

ル化により対応しやすい「俗人」であるイスラム教徒の力が拡大している事実に焦点を当てる

ことにより、グローバル化によって引き起こされた「イスラム共同体」の構造的変化を明らか

にするものである。 

 
研究成果の概要（英文）：It has been considered that the center of the Islamic world is 
the Arab or Middle East countries and the religious discourse in public space is exclusive 
to the Ulama.  This study clarifies the structural changes of Muslim community brought 
about by globalization, focusing on the growing power of ‘lay’ Muslims who are familiar 
with western culture and highly adaptable to globalization. 
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１．研究開始当初の背景 
 

２００７年度まで、「２０世紀後半のアラ
ブ世界におけるイスラム教徒の「他者／自
己」像の形成とその変容」という研究を行っ
てきたが、そのなかで明らかになったのは、
２０世紀後半においてイスラム教徒の抱く
他者像およびそれに基づく自己像が形成さ
れる過程には、西欧やアメリカなどに一定期
間生活したことのあるイスラム教徒の滞在

記、紀行文が大きな影響を及ぼしているとい
う点であった。 
コーランやハディースなどいわゆる宗教

テキスト以外のものが、イスラム教徒の他者
／自己認識の形成に影響しているという点
は近代以降のイスラムを理解するうえで重
要な点である。また、こうした文章の書き手
はそのほとんどがウラマーではなく、留学生
や旅行者など一般の信徒であること、しかし
それでもなお読者のイスラム教徒観を動か
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していることは注目に値する。 
グローバル化の進む現在、これと同じ働き

をしているのは、いわゆる欧米文化に親しん
でいるイスラム教徒から上がる声だと考え
られ、こうした人々がイスラム共同体の構造
にどのような影響を及ぼしているかが重要
なテーマとして浮かび上がった。 
 
２．研究の目的 
 
 従来、イスラム教徒の言説には２つの中心
があるとされてきたが、それを再検討し、イ
スラム共同体に新しい構造が生まれつつあ
ることを示すのがこの研究の目的である。 
 二つの中心の一つとされてきたのは、俗
人・一般信徒に対するイスラム諸学の専門家
としてのウラマー集団による言説であり、こ
れは「イスラム共同体」内の階層による区分
に基づいたものである。そしてもうひとつは、
世界を「イスラムの家」と「戦争の家」に二
分して捉え、「戦争の家」はいつか消えるべ
きものであるという前提に立ち、意味ある言
説は「イスラムの家」においてのみなされる
という空間的な区分によるものである。 
 ひとつめの中心であるウラマーに関して
いうと、確かにウラマーは厳密な意味では聖
職者ではなく、「得度」するわけでもなけれ
ば「叙階」されるわけでもないので、排他的
に定義することは不可能である。 
 しかしながら、ではウラマーという概念自
体が無効であるかと言うとそうではない。な
ぜなら、あらゆる社会に知識人を呼ばれる
人々がおり、ゆるやかなつながりによって一
定の集団を形成しながら社会のなかで指導
的な役割を果たしているのと同じように、イ
スラム教徒の社会においてはウラマーがこ
の役割は果たしてきたからである。まさに彼
らの存在こそが、その社会のイスラム性を保
証あるいは拡大してきたと言ってもよい。 
 近代以降、国民の間に教育が拡大し、さら
に西洋近代的な高等教育を経た新しいタイ
プの知識人という集団が登場することによ
って、ウラマーは社会の唯一の知識人という
立場は失ったものの、イスラムについてはウ
ラマーこそが権威を持つという了解は長く
揺るがなかったと考えられる。 
 その意味で、少なくとも２０世紀の終わり
ころまでは、イスラム共同体の成員には、権
威を持ってイスラムについて語ることので
きるウラマーと呼ばれる人々と、それに導か
れて動く一般の信徒の二種類がおり、イスラ
ム共同体の動きを理解するためには、前者の
声に耳を傾けていればよいという見方は現
実を反映したものであり、決して間違ってい
るとは言えなかった。 
 しかし現在のイスラム教徒の社会で起き
ていることは、これを覆すような性格のもの

である。ムスリム同胞団のような政治的なイ
スラムの担い手が一般信徒であることはよ
く知られているが、最近では政治を離れた場
でも一般信徒が声高にイスラムについて語
っている。 
 もうひとつは検討したいのは、これまで当
然とされてきたのは、「戦争の家」（非イスラ
ム圏）に対する優位を意味する「イスラムの
家」（イスラム圏）という認識である。地表
を二つの部分に分けて考える、純粋に空間的
な区分である。 
 古典的な考え方によれば、「戦争の家」に
生活することはイスラム教徒として慎むべ
きこと、あるいは絶対に避けるべきことであ
った。そのため、経済的、あるいは政治的な
理由によって、欧米などで生活する「移民」
は、その存在が消極的に評価され、黙認され
ることはあっても、イスラム共同体の中で彼
らの声に耳が傾けられることなどありえな
かった。 
 重要なのは、「イスラムの家」と「戦争の
家」の区分は、世界をどう認識するかという
地理的な問題であるだけにとどまらず、他者
たる非イスラム教徒との関係を論じるうえ
でのこれまで議論の枠組みは何であったか
という問題でもある点である。 
 なぜならば、他者である異教徒と共に暮ら
すことがイスラム教としての生き方に決定
的なダメージを与えるのか、それとも他者と
ともに生きることこそ、イスラムの存在意義
を拡大する良い機会なのか、それが問われる
ことになるからである。 
 とりわけ「移民」の数が増え続け、世界の
なかで存在感を大きくする中で、彼らはイス
ラム共同体にとって無視できる存在ではな
くなってきた。彼らが自ら声を上げ始めたこ
とも従来の考え方に再考を迫る要因となっ
ている。アラブ諸国や東南アジアの「イスラ
ムの家」に生きるイスラム教徒が、こうした
人々から発せられる声に耳を傾けるのはす
でに従来の二分法が意味を失いつつあるこ
との証とも言える。 
 このように、グローバル化の進行は従来、
イスラムの伝統的な言説のなかで大前提と
されていたふたつの中心の意味を共に揺る
がしていると考えられる。それを受け、この
研究では、これまでにない地域、階層、社会
集団が発信源になり、イスラム共同体の方向
付けに重要な意味を持つようになっている
ことを明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
 この研究では、おもに二つの対象に焦点を
絞り込んだ。一つはイギリスを中心とする非
イスラム圏に生きる「移民」のイスラム教徒、
もう一つはエジプトを中心として、ウラマー



 

 

ではないにもかかわらず、説教師として活躍
する人々とその支持者たちである。 
 前者に関してはイギリスのイスラム教徒
による組織が見せる運動のあり方、その際用
いられるロジック、またイギリスのイスラム
教徒を読者層とする雑誌の見せる特色や傾
向を追うことによって、伝統的なイスラムの
言説が想定していなかった新しい環境に置
かれたイスラムが取りうる新しい方向性を
探りだした。 
 なかでも重要なのは、「移民」のイスラム
教徒は自らをイギリス人イスラム教徒と認
識しており、イスラムを（アラブ、南アジア
などの）地域性からまったく切り離すことに
よって、本来の普遍宗教の姿に戻そうとして
いると考えらえる点であった。 
 彼らの言説を詳細に追うことにより、西欧
文化と親和性のあるイスラムのあり方が模
索され、その試みの中でイスラムの真の意味
が問い直される過程を明らかにした。とくに
異教徒との日々の交わりの中で、イスラム教
徒の枠を超えて、全人類に向け、イスラムが
持つ意味を問い直す試みを分析の対象にし
た。 
 後者のエジプトの説教師をめぐる現象に
関しては、これによってグローバル化時代に
適したイスラムのあり方を議論する一般信
徒たちの活発な動きを追い、一般信徒の言説
を拾い上げていった。 
 りわけグローバル化が進行する中、新しい
経済の動きに自在に対応し、かつインターネ
ットや衛星放送など新しいメディアを使い
こなしながら宗教活動に邁進する説教師た
ちの言説が重要な資料になった。これらを通
して、一つの大きな問題、つまりなぜこうし
た説教師は、彼らがウラマーではないことを
誰もが知りつつも、説教師として成功しうる
のかという点を探っていった。 
  
４．研究成果 
 
 この研究によって、第一にイスラムにおけ
る「聖職者」（ウラマー）と「俗人」（一般
信徒）という伝統的な二分法が変化をしつつ
あるということ、第二にウラマーの存在が否
定されるわけではないにしても、イスラム的
言説空間において「俗人」の声が急激に拡大
しつつあり、それは「戦争の家」に生きるイ
スラム教徒の声にも言えることが明らかに
なった。 
 インターネットや衛星放送といった新し
いメディアが果たした役割はどれほど強調
しても足りないくらいであるが、最も重要な
のは、それまでウラマーの間で専有されてい
たハディース集やコーラン解釈書などの宗
教テキストに一般信徒が自由にアクセスで
きるようになったこと、そして一般信徒がそ

うしたテキストをもとに行きついた自らの
意見をインターネットを通して発信し、サイ
バースペースのなかで議論が交わされ始め
たということである。 
こうした動きを促進する社会的背景には、

グローバル化が進行し、社会の仕組みが複雑
さを増すなかで古典的な知の専門家である
ウラマーには対応できない部分が多くなる
一方、社会の（再）イスラム化を求める声は
小さくなるどころか逆に大きくなっている
という事実がある。 
たとえば経済活動においてであれ、科学技

術に関する研究活動においてであれ、欧米諸
国の相手と深いつながりを持たずに生きる
ことはほぼ不可能という状況の中でなお、イ
スラム教徒として生きるにはどうすればい
いのかという形で問が発せられるというこ
とである。 
こうした問いにもっともよく答えられた

のは、そうした現場での経験が深く、自ら試
行錯誤を繰り返し、イスラムについて独学で
学んだ人々であった。言い換えるならば、彼
らはウラマーにはなしえない、別の「権威」
ある語りをなしえたということである。 
彼らを中心として、ウェブ上で取り交わさ

れる言説、衛星放送を中心とするテレビの宗
教番組、低廉な価格で大量に販売される小冊
子などを資料として、イスラムに関する語り
という点では同じであっても、ウラマーのそ
れと、こうした新しいタイプの説教師のそれ
が、内容においても、スタイルにおいても全
く異なる。 
その意味で、ウラマーの存在自体が否定さ

れるということはないにしても、ウラマーで
ないものにしか語りえない「イスラム的」領
域があることがすでに広く承認されている
ことが確認されたのである。 
また、これに関連し、これまで「戦争の家」

という辺境に生きる者として疎外される傾
向の強かった西欧の「移民」イスラム教徒が
グローバル化あるいは西洋化の波を最前線
で経験するイスラム教徒として評価しなお
されているという事実をも明らかにするこ
とができた。 
グローバル化の時代には、たとえイスラム

の聖地メッカに暮らしている者であっても、
メディアを通して、そして人や物の地球規模
の動きを通して、非イスラム的な世界からの
影響に去られていることが、従来の地理的二
分を無効にし、かつ従来は「戦争の家」と呼
ばれてきた地域に暮らす移民のイスラム教
徒の経験こそ、世界のイスラム教徒がそこか
ら学ぶべき先例であるという感覚が生まれ
ているということである。 
これらの点を視点を変えてみると、伝統的

な「イスラム共同体」という概念が最終的に
は理念的なものでしかありえなかったのに



 

 

対し、グローバル化時代のそれは実態に変わ
りつつあるというふうに評価することもで
きるだろう。 
 このようにして、「イスラムの家」と呼ば
れる地域に生きるウラマーと呼ばれる専門
家がイスラム共同体のかじ取りをするとい
う伝統的な論理構造とは別の構造が誕生し
ているということを検証することができた。
現在のイスラムを理解するには、著名なウラ
マーの言説や公的な宗教機関から出される
声明を追うだけでは不十分であり、実業家、
大学教授、社会運動の担い手など、さまざま
な主体に耳を傾けなければならないことを
明らかにできたのは大きな成果と言える。 
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